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～日常生活における熱中症予防について～ 

 熱中症を防ぐには、日頃から「暑さ」への備えが大切です。目安となる指針

を知り、日々の生活に取り入れていきましょう。 

 熱中症は、気温や湿度といった「環境」だけでなく、体調や年齢といった「か

らだ」やスポーツや労働などの「行動」が関係して起こりやすくなります。 

現在、熱中症予防のための指標として「湿球黒球温度（WBGT）」が活用されて

います。 

「WBGT」は暑さがからだに与えるストレスを示したものです。気温と同じ単

位（℃）で表示されますが、通常の気温に加えて湿度、日射、風の４要素全て

を反映します。 

「WBGT」の温度によって、熱中症の危険度を「危険」「厳重警戒」「警戒」 

「注意」の４段階で表示しています。特に３１℃以上になると「危険」とされ

ていますので気をつけましょう。 

 熱中症の症状がある場合の応急処置 

７月感染症状況 

溶連菌 ４名 胃腸炎 １名 

※コロナウィルスに関する情報

はホームページを確認ください。 

※コロナウィルスに関する情報はホーム

ページを確認してください。 


